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研究成果の概要（和文）：ウイルスなどの病原体に由来する抗原を提示する主要組織適合遺伝子複合体(MHC)は
種間で配列が異なるため、マウスを用いてワクチンなどの抗原性を評価するには限界があった。しかしMHC遺伝
子は多数存在するためこれらをヒト化したマウスを作製するのは極めて困難である。そこで本研究では、MHCヒ
ト化マウスの作製を試みた。

研究成果の概要（英文）：The amino acid sequences of major histocompatibility gene complex (MHC) 
proteins, which present antigens derived from pathogens such as viruses, differs in sequence among 
species, limiting evaluation of biopharmaceuticals such as vaccines using mice. However, 
humanization of many MHC genes is technically difficult. In this study, we attempted to establish 
MHC humanized mice.

研究分野： ゲノム工学

キーワード： 染色体工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本計画ではMHCヒト化マウスの作製を目標として研究を実施した。ヒトと同様の抗原提示能を持つMHCヒト化マウ
スが作製できれば、ワクチンなどの医薬品開発の促進に大きく貢献できると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 主要組織適合遺伝子複合体(MHC)は抗原ペプチドを細胞表面に提示する役割を担っており、免
疫応答に欠かせない重要な因子である。しかし、MHC 分子は種間で配列が異なるため、実験動
物を用いてヒトに対する医薬品の抗原性を評価することは困難である。そこでヒト造血幹細胞
を超免疫不全マウス(NSG マウス)に移植することでヒト特異的な免疫応答をマウスで再現する
方法が開発されているが、この場合でも胸腺はマウス由来細胞で構成されているため、ヒト MHC
拘束性の細胞障害性 T 細胞は産生されず、ヘルパーT 細胞による B 細胞のクラススイッチも誘
導できないことから必ずしもヒト免疫応答を再現できているわけではない。 
 
２．研究の目的 
 MHC ヒト化マウスを作製すれば、マウスでヒトと同様の抗原提示を再現することが可能とな
り、創薬やヒト免疫応答の研究に非常に有用であると考えられる。そこで本研究ではゲノム工
学技術を利用して MHC ヒト化を試みた。 
 
３．研究の方法 
 技術的課題が生じた場合は随時計画を修正しながら研究を進めた。 
 
４．研究成果 
 MHCヒト化に向けて研究を実施した。 
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